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韓国の民俗 音楽調査か ら

研究教育機関等の訪問を中心に

櫻  井  哲  男*

1.は じ め に

 本年(1976年)1月9日 から2月29日

までの50日 間,わ たしは韓国,と くに済

州島において民俗音楽の調査をおこなっ

た。この調査は,文 部省の昭和50年 度科

学研究費補助金(海 外学術調査)に よる

ものである。研究分担者としては,民 族

音楽,舞 踊 を専攻 している櫻井笙子が同

行した。

 わたしは大学院在学中の1972年 夏に,

東京芸術大学の小泉文夫助教授(当 時)

の助手として韓国各地における音楽調査

に同行させていただき,そ の後ひき続い

て,単 独で約1カ 月間,済 州島において

同様の調査をおこなっているので,韓 国

本土,済 州島ともに今回が2度 目の訪問

である。前回 の済州島調査 では,地 理

的,文 化的に独立 した地域 としての「島」

の住民の日常生活にあらわれる,さ まざ

まな音楽的現象を,全 体 として大まかに

把握することに重点 を おいた。 その結

果,不 十分ながらも,そ れ らの音楽的現

象の種類と機能e音 楽的特徴などのアウ

トラインを明らかにすることができた。
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この点に関しては,前 回の調査にもとつ

いた研究報告 として,拙 稿[櫻 井,1975

:pp・101-115]が ある。

 これた対 して今回は,第1に,中 国を

中心としたアジア東部の広大な音楽文化

圏の中で韓国音楽がどのような特質を も

っているかということを,民 俗音楽の面

か ら明らかにしようとい う展望 の もと

に,そ の足がかりとして,あ る程度様子

の分かっている済州島を選 んだので あ

る。この点と関連して,第2に,近 い将

来におこなおうと考えている韓国本土で

の調査を念頭において,民 俗音楽の中で

種類の豊富な点で資料的価値の高いと思

われる民謡,な かでもリズムの比較研究

の上で欠 くことのできない仕事唄(広 い

意味のw。rk song)に 重点を置 くととも

に,前 回の調査では不十分であった,消

滅しつつある古い唄,少 数の山間村落に

特有の唄なども,で きるだけ調査,録 音

するように努めた。また,前 回すでに録

音済みのものについて も,異 なる村落や

同0村 落でも違ったインフォーマン トに

あたるなどして,よ り確かなデータを得

るためにできるだけ多くの録音資料を集

めることを目標にした。

 これらの意図にもとづき,調 査期間の

前半 に ソウルで,ソ ウル大学校音楽大

学,国 立国楽院などを訪問して,韓 国の

音楽全般に関する情報や文献資料の収集

にあたる一方,コ リアハウスや古典舞踊

研究所で,韓 国の伝統的な舞踊にナマの

形で接することができた。

2. ソウル大学校音楽大学

 ソウル大は名実ともに韓国第1の 学府

であり,学 部に相当するい くつかのカレ
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ッジから成っていて,音 楽大学もそのひ

とつである。同じソウル大の中に美術大

学もあり,日 本でいうと,ち ょうど東大

のような総合大学のなかに芸大の音楽学

部や美術学部が置かれているようなもの

である。芸術が,特 に理論面で哲学や歴

史学,工 学,人 類学などの諸分野とかか

わ りをもた ざるを えないことを考え る

と,こ のようなシステムは,日 本におけ

る芸大などの在 りようより,は るかに合

理的な ものといえるだろう。

 このソウル大学校音楽大学には,西 洋

音楽のピアノや声楽,弦 楽器などの実技

を主にした科が設置されているのは言う

まで もない。げんに,現 学長の金鳳楚教

授などはチェリス トとしても活躍してお

られる。 しか し,そ れと同時に,理 論を

扱 うセクションとして国楽科が設置され

ている。国楽という言葉は韓国の伝統的

な古典音楽を指すが,日 本における,雅

楽を含めた伝統邦楽という概念に,ほ ぼ

相当する。しか し,こ こでは単に国楽ば

か りでなく西洋音楽の理論も扱い,ま た

同時に,国 楽の実際の演奏も教育してい

る。このへんに,音 楽的に広い視野から

自国の伝統 を見直そうとする教育思想

や,演 奏 と理論との一体化を重視すると

い う姿勢がうかがわれる。この点,多 く

の場合セクショナリズムに陥りがちな,

日本の音楽教育機関と比較して,学 ぶべ

き点が多い。

 この国楽科長で韓国国楽教育研究会の

会長 も兼ねておられる張師助博士と,国

楽科助教授の韓万栄先生のおふたりには

前回の訪韓の時か ら面識があるが,今 回

もお会いして韓国音楽についてのいろい

ろなお話をうかが った上,い くつかの貴

重な文献資料を寄贈 していただいたり教

えていただ いたりした。助張師博士 に

は,後 にその一部を紹介するが,国 楽や

その楽器に関する数多 くの著作があり,

また,学 会などの招きでたびたび来日さ

れている。一方,韓 万栄先生は仏教音楽

の研究の第1人 者であるとともに,韓 国

各地で民俗音楽を現地調査され,ま たユ

ネスコの委員として国際的にも活躍 して

おられる民族音楽学者である。以前に,

韓先生の採集,採 譜による民謡集が出版

されてお り,今 のところ,現 地調査によ

る民謡楽譜集 としてはこれが唯一のもの

と思われるが,現 在は絶版とのことで,

入手できなかった。再版が待たれる。

3. 国立国楽院

 ソウル大学 校音楽大学を はじめとす

る,女 子大や私大を含めた多 くの音楽大

学 とは別に,国 楽の公演,伝 承,演 奏家

の養成などを目的とした唯一の公的機関

として,国 立国楽院がある。これは文教

部(日 本の文部省にあたる)の 管轄のも

とに,1951年 に開設 され たもので ある

が,1961年 以来,文 公 部(Ministry of

Public Information)に 所属 して現在に

至 っている。公演活動を活発におこなう

山方,若 い世代の国楽演奏家養成にも力

を入れてお り,そ のための教育機関とし

て,中 学校,・高等学校に相当する6年 課

程の付属学校をもっている。ここでは国

楽および西洋音楽の理論と実習のほか,

カ リキュラムに一般教養学科も組まれて

おり,卒 業者が,演 奏家としてばかりで

な く,一 般社会人としての基礎も身につ

けられるように配慮されている。

 わたしたちは院長の金瑛沫先生にお会

いして,以 上のようなお話をうかがった

後,楽 士長の金星振氏の案内で各 クラス
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のレッスン風景を見学 した。伽椰琴,玄

琴など個々の楽器のクラスでは,楽 器を

手にした数人から十数人の生徒が,先 生

の模範演奏にならって反復練習をしてい

た。このような,各 楽器ごとに基礎技術

を習得するためのクラスのほか,合 楽と

いって管,弦,打 の各種楽器による大編

成のアンサンブルをおこなう,進 んだク

ラスもある。たまたま合楽の練習にも立

会うことができたわたしは,と くにその

なかで用いられる編鍾や編磐(中 国伝来

と思われる,大 型の旋律打楽器)の ダイ

ナ ミックな音色に,す っかり魅せられて

しまった。

 日本でも,小 野雅楽会をはじめ各地の

雅楽会で楽士の養成に努めているが,韓

国の国楽院では,よ り組織的で体系的な

教育がおこなわれているという印象を受

けた。

 なお,韓 国南東部の古都慶州にも,支

部のような形で慶州国楽院がある。

4. コ リアハ ウス

 外人観光客向けに韓国の産業,社 会,

文化などのさ重ざまな側面を紹介するこ

とを目的とした公営機関が,コ リアハウ

スである。伝統的な造りを模 した建物の

なかには,今 日の韓国をフィルムによっ

て紹介する映写室,古 美術品や陶磁器,

楽器などの陳列室,固 有の伝統や文化に

関する欧文図書の販売 コーナーなどが設

けられ,韓 国料理専門のレス トランも付

設されている。楽器の陳列棚のなかにも

中国や西域とのつながりを示す竪型ハー

プなどがあって興味をひいたが,こ こで

のわたしたちの最大の関心は,毎 土,日

曜日におこなわれる古典舞踊の実演にあ
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った。

 これは,ソ ウル市内のいくつかの公認

舞踊研究所が,毎 回持ち回りで出演して

いるもので,わ たしたちが訪れた2月1

日はユン ・へ ・ジョン舞踊研究所の担当

であった。演目は,宮 廷舞踊,剣 の舞,

扇の舞,太 鼓の踊りなど,多 彩なもので

あった。伴奏にテープ録音された音楽を

使用していた点がいささか残念であった

が,ス テージと客席の区別のない板の間

のホールで,5,6歳 か ら10歳程度の少

女を含む十数名の女性によって演じられ

た舞踊は,わ たしたちを十分に堪能させ

て くれた。とくに,朝 鮮民族に固有の群

舞の流れの美 しさに,わ た しは圧倒され

た。

 この日見物 していたのは,ア メ リカ人

や ドイツ人を中心に50人 ほどであった。

奇妙なことに,韓 国を訪れる外人のなか

でもっとも数が多いはずの日本人は,わ

たしたちを除 くとひとりも見かけなかっ

た。またたとえば,韓 国人の民族的感情

を理解するために最低必要であろうと思

われる 「板門店」の見学でも,専 用バス

の同乗者は欧米人ばかりであり,ホ テル

などにひしめいている日本人をそこに見

つけることはできなかった。これ らは,

韓国における平均的日本人観光客の興味

の対象と,欧 米人の それとの違 いを示

す,象 徴的な現象のひとつである。しか

し,ソ ウルで も済州島でもこのような日

本人が多 か った ということが,か えっ

て,わ たしたちの意図を住民が好意をも

って受け入れて くれる結果を生んだとい

うことも,事 実である。

5. 古典舞踊研究所

わたしたちは,韓 国舞踊における身体
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の動 きや伴奏音楽 の リズムを少 し詳 しく

調べ ることに し,コ リアハ ウスの事務所

の紹介で,郭 禎蘭舞 踊研究所の門をたた

いた。 来 日 した こともある 郭 槙 蘭 女 史

は,こ こで毎 日20人 位の女子小学生に舞

踊 と太鼓の指導を おこな って お られ る

が,突 然の来 訪に もかかわ らず,わ た し

たちを快 く迎えて くださった◎後で知 っ

た ことであ るが,御 主人 の崔忠雄氏は,

伽 椰琴の演奏家 として 国楽院 に勤めてお

られ る。 こち らも夫婦 で音楽の仕事を し

てい るとい う共 通性 もあって,4日 間 と
'
い う短い期間ではあ ったが,毎 日手 とり

足 と り熱心な指導をいただいた。 こうし

てわ た したちは,韓 国古典舞 踊と太鼓の

リズムの基本的パター ンのい くつかを,

身 を もって習得 す ることができたので あ

る。は じめは少 し高い ように思 われ た1

時間3,000ウ ォ ン(約2,000円)と い うレ ッ

ス ン料 も,今 考え るとむ しろ安 すぎる ぐ

らいである。わた した ちはまた,今 後 の

練習 のため,こ こで杖鼓(チ ャンゴとよ

ばれ る,も っとも0般 的な太鼓)を 購入

した。

 イ ン ドやアフガニ スタンで,あ るいは

済州 島の各地で も同 じような体験を した

ものであ るが,こ のように"音 楽"と い

うものは,国 境 や言語 の違いを越えてわ

た したちを初対面 の人 たちにス トレー ト

に結びつ けて くれ る。 これ は,わ た した

ちの現地調査 において,多 くの面で強力

な武器 にな ってい るといえるだ ろう。

6. 韓国民俗村

 ソウルから南に,直 線にして約30km

の地点にある水原という町の近郊に,国

の費用によって昨年(1975年)完 成 した

ばかりの韓国民俗村がある。これは,現

地で入手 したパ ンフレットによると,次

のように説明されている6

 「1)わ が国の伝統文化 と民俗芸術 を

保存伝受 し,2)博 物館的性格のもとに,

民俗資料展示を兼ね,学 生たちの現場学

習場とも活用し,3)外 国観光客 にわが

民俗,文 化,芸 術を紹介 し,わ が国に対

する認識を新 たにする趣旨のもとに,

4)202,000坪 の敷地に180余 棟の建物を

昔さながらの様式をもたせて建立 したも

のであります」

 これらの建物は,昔 の富家,各 地の農

家,水 車小屋,鍛 冶屋,陶 磁器や笠,竹

細工の職人小屋など,全 部で40余 のブロ

ックに分かれ,こ のほかに建築中のもの

も見 られた。建物とそれに付随する民具

類が単に建築,展 示されているだけであ

れば,20万 坪以上という広大な敷地と規

模の大きさには脱帽するとして も,そ れ

ほど驚 くには当たらないかも知れない。

しかし,こ こでユニークなのは,実 際の

生活に近い形で村人が住んでいる,と い

う点である。各地の 「農家」では,そ れ

ぞれの土地の民具を使い,そ れぞれの生

活様式に従って農民が生活している。鍛

冶屋の小屋にはちゃんと鍛冶の職人がい

て,ト ンテンカンテンとカナシキをたた

く音が響いている。別の家では昔風の冠

やゴザなどを作 っている。同様 にして,

機織りや糸つむぎ,臼 ひきなどの様子を

実際に見 ることができるのである。

 ただ残念なことに,1月,2月 は観光

的にはオフ ・シeズ ンであり,ま た,マ

イナス20度にもなるソウル近辺の厳しい

寒さのなかで,南 部の建築様式そのまま

の農家などに住むことはできないので,

今回わたしたちが訪れた時には,鍛 冶屋
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などのほかには 「村人」は見かけなかっ

た。春から秋のシーズン中に,是 非もう

一度訪れたいものである。

 1月 末の凍てつ くような寒風にさらさ

れながら,わ たしたちが民俗村のなかを

歩いていると,ど こからか勇ましいカネ

と太鼓の音が近づいて来る。見ると,農

楽(韓 国の代表的な民俗芸能のひとつ)

の一団である。早速,常 に持ち歩いてい

るステレオ録音機のスイッチを入れ,カ

メラを構える。後で分かったことだが,

民俗村専属の農楽隊が,毎 日2回 ずつ村

の中央の広場で公演をするのである。こ

の寒いのにわたしたち以外にも物好きが

いるとみえて,ア メリカ人など4,5人

が集まって見物するなかで,農 楽隊は約

30分間の公演をおこない,続 いて男寺党

(ドサ回りの芸人)が 皿回 しや綱渡りな

どを披露して,こ の日は幕となった。

 このように,人 々の生活や伝承文化,

芸能などを何 らかの 「生きた」形で保存

するというのは,非 常に興味のある試み

である。伝承 者を集 めなければならな

い,な どの問題があるにしても,日 本で

も,と くに民俗技術や民俗芸術に関して

このような民俗村,あ るいは広域 的 な

「民族村」といったものの建設を考える

ことはできないだろうかQ

 こんな思いにか られながら,わ たした

ちは韓国民俗村をあとにした。

7. 文献資料収集

 実 は,ソ ウル滞在は1月19日 ～25日,

2月1日 ～4日 の計11日 間 で あ り,そ の

中の何 日かは政府や 日本大使 館 と の 折

衝,ビ ザ延長手続 きなどに費 され た。そ

の残 りの きわあて限 られ た時間 におこな
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った,音 楽を 中心 とする調査活動 のなか

か ら,特 に印象 に残 ったい くつかの イヴ

ェン トを,以 上 に抜 き書 きして きたので

あるが,こ こで,そ の間 に得 られた成果

のひとつ として,音 楽 関係 の文献資料を

ま とあてみ る。

 つ ぎに列記す るのは,わ た し自身の整

理 の意味で過去 に入手 した もの も含めて

あるが,韓 国の音楽 のみに関す る単行本

および資料集で,現 在 わた しの手元 にあ

る ものであ る。文学 的,あ るいは民俗学

的資料 としての民謡集な どは除外 してあ

り,ま た,音 楽 に関す る もので も論文 の

抜刷な どは割愛 して ある。順不同 に,書

名,著(編)者 名,発 行年 の順 に列記 す

る。

 ①r楽 学軌範 ・楽章歌詞 ・教坊歌謡』

三冊合本(成 宗康靖王他,1975),② 『音

楽学論叢』(論 文集,1969),③ 『韓国楽

器大観』(張 師助,1969),④ 『国 楽 論

孜』(張 師鋤,1971),⑤Glo∬ary of Ko-

rean!吻 鋤(Chan Sa-Hun,1972第2版) ,

⑥r国 楽器演奏法』(張 師助,1972第4

版),⑦ 『韓国音楽史』 (張 師助,1972),

⑧ 『韓 国伝 統 音 楽 潮 研究』(張 師助,

1975),⑨ 『国楽概論』(張 師助 ・韓 万

栄,1975),⑩Suraey of Korean Arts:

Traditional Music(Nat�nal Academy of

Arts,1973),⑪ 『伽椰 琴散調』(李 在淑,

1971),⑫ 『旋 律 線 時 調 譜』(鄭 燗見,

1970),⑬ 『韓国民謡曲集』(1964),⑭

1(・rean F・lk Songs(1970) ,⑮ 『韓 国 歌

謡』(1975)以 上 。

 ① の合本は,古 書 の1,000部 限定 影 印

版である。この うちの 『楽 学軌範』は,李

朝時代の第9代 成宗康靖王(在 位1470-

1494)が 編 さんさせ た ものであ り,韓 国

音楽最高の古典 とされてい る。 この限定
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版を,た またまソウル市内の古本屋で見

つけることがで きたのは,幸 運で あっ

た。②は,前 のソウル大学校音楽大学長

をされていた李恵求博士の頒寿記念論文

集である。その幅広い活動を物語るよう

に,日 本の斯学からも林謙三先生 と岸辺

成雄博士が,そ れぞれ稿を寄せておられ

る。③か ら⑧までは,前 出の張師助博士

による研究書および概説書であるが,こ

のなかで③と④は日本の関係者のあいだ

でもよく知 られている大著である。⑨は

同じく前出の韓万栄先生との共著になる

概説書。⑩は外人向けの概説書。⑪から

⑮までは楽譜資料集であるが,そ のうち

⑪は,ソ ウル大音楽大学で伽椰琴の先生

をしておられる李在淑女史の採譜による

ものであり,実 際の演奏に裏付けられて

いる点で,資 料 としての信頼度が高い。

以上の15点 はすべて ソウルで発行されて

おり,言 語は韓国語ないし英語である。

 なお,こ のほかに国楽院の金瑛沫院長

か ら寄 贈を受 けた3枚 組 のレコー ド集

『韓国国楽選』を,資 料 として付記 して

おく。

8. 済 州 島にて

 ビザ延長の手続きのたあに2度 にわた

るソウル滞在を要 し,済 州島とソウルの

あいだを2回 往復する羽 目になったが,

その合間の1月9日 ～18日,1月27日 ～

30日 に,済 州島現地で情報の収集と調査

の準備にあたった。

 まず,前 回と同様に,済 州大学の国文

科長の金栄敦教授と,国 文科で民俗学を

担 当しておられる玄容 駿教授 にお会い

し,各 村落の状況や民俗行事などについ

て教えていただいた。金栄敦先生は,長

年にわたって済州島各地の民謡の採集に

従事され,歌 詞の資料集を出された[金

栄敦,1965]。 済州島民謡に関する資料

集としては,ほ かに済州民俗博物館長の

秦聖麟氏によるもの[秦 聖麟,1958]や,

洪貞杓氏による概説書[洪 貞杓,1963]

などがあり,ま た,任 東権i氏による韓国

民謡集[任 東権,1974]に もその0部 が

掲載されているが,資 料の膨大 さという

点,お よび体系的な分類に従って配列さ

れているという点で,金 栄敦先生のもの

が抜きんでている。これはわが民族学博

物館に1冊 御寄贈いただいた。同先生に

はまた,何 人かのインフォーマントを紹

介していただいた。

 これらのお礼にというと大変おこがま

しいが,わ たしは後日,調 査の合間に,

金栄敦先生からの依頼によって,国 文科

の学生を対象に 「世界民謡と済州民謡」

という題で講演をおこなった。

 つぎに,済 州民俗博物館は,館 長の秦

聖麟氏の個人的努力によって建て られた

ものであり,小 じんまりとした建物のな

かに,民 具を中心とした民俗資料が数十

点陳列されている。秦聖麟氏は在野の民

俗学者で,上 にあげた民謡資料集の他,

済州島の神話,伝 説,巫 歌,巫 俗,タ ブ

ーなどに関する数多 くの資料集を刊行さ

れている。わたしたちは民謡資料集の寄

贈を受け,そ の他の数冊を購入した。

 なお,済 州島民謡に関する音楽的研究

としては,ソ ウルの延世大学の羅運栄教

授 による論文[羅 運栄,1971:pp.103-

134]が ある。

 わたしたちはまた,KBS(韓 国放送公

社)の 済州放送局にも足を運んだ。フィ
ール ドワークの際に,ま ず現地の放送局

にあたってみるというやり方は,音 楽の

場合,常 道のひとつである。とくに済州
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島では,毎 年秋に全島的な文化祭が催さ

れて民謡大会がおこなわれ,そ の主催者

のひとつが放送局であるところから,担

当者に話をうかがうことにした ので あ

る。放送部長の金根鏑氏は,放 送局所蔵

の録音テープを聞かせて くれるなどの便

宜を計 って くださったが,と くにありが

たいことに,昨 年(1975年)の 民謡大会

出演者 リス トを入手することができた。

このなかには,少 数の山間部落にしかみ

られない仕事唄などの演唱者が含まれて

いた。リス ト自体は,唄 の名前 と演唱者

の出身地を刷っただけのごく簡単なもの

であったが,今 回のような短期間の集中

調査にあっては,い かにして短時間のう

ちに目指す唄のインフォーマントを探し

出すかということが重要なポイン トにな

るため,こ れは大変役に立 った。

 その後,2月6日 からの3週 間余,済

州島各地の村落をつぎからつぎへと飛び

回って,各 種の民俗音楽の録音と聞き取

りを中心とした調査をおこなった。この

間,あ る時は,よ うや く尋ね当てたイン

フォーマン トがカゼをひいて声が出なか

ったり,病 気で入院 して しまった後であ

るなどの不運にも見舞われた。もっとも

残念だったのは,そ の人 しかいないと言

われた古い唄の伝承者が,つ い咋今亡く

なったとわかった時である。

 しかしなが ら全体としては,計20箇 所
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で延べ約100人 を対象に,前 回の調査を

大幅に上回る42種 目の民謡を収録するこ

とができ,ま た,そ れほど数は多 くない

が,巫 俗や子供のわらべ唄も調査するこ

とができた。これらの個々の資料を含め

た具体的な調査報告は,い ずれ稿をあ ら

ためておこないたいと考えている。

 最後に,今 回いろいちな形でお世話に

なった,ソ ウル大学校音楽大学の金鳳楚

学長,張 師助教授,韓 万栄助教授,国 立

国楽院の金瑛沫院長,金 星振楽士長,舞

踊研究所の郭偵蘭女史,済 州大学の金栄

敦教授,玄 容駿教授,済 州民俗博物館の

秦聖麟館長,KBS済 州放送局 の金根鏑

放送部長,済 州島で運転手兼通訳として

わたしたちを助けて くれた姜昌玉氏,お

よび調査に協ヵ していただいた多数の済

州島民の方々に対 して,厚 く御礼申し上

げる。
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